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天草黒牛セリ市が開催されました
　３月17日に天草畜産農業協同組合で天草黒牛の
セリ市が開催され、この日は371頭がセリにかけら
れました。
　天草黒牛はその肉質の良さから全国的に評価が高
く、販売された子牛は全国の有名ブランド牛として
肥育されます。
　なお、このセリ市は奇数月の17日に開催されて
います。

主な内容
●意見交換会 ……………………… Ｐ２～３
●予算決算委員会 ………………… Ｐ６
●補正予算 ………………………… Ｐ７
●常任委員会報告 ………………… Ｐ８～９
●議員研修会・議員勉強会 ……… Ｐ15

　私
た
ち
の
学
校
で
は
、
二
年
間
に

わ
た
り
「
こ
ど
も
た
ち
に
よ
る
い
じ

め
未
然
防
止
に
向
け
て
の
取
り
組

み
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
い
じ
め

を
早
期
に
発
見
・
解
決
す
る
た
め
に
、

生
徒
会
執
行
部
を
中
心
に
各
委
員
会

が
自
分
た
ち
に
で
き
る
取
り
組
み
を

考
え
、
自
主
的
に
実
践
し
て
き
ま
し

た
。　例

え
ば
、
執
行
部
は
、
生
徒
会
主

催
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
挨
拶
運

動
を
企
画
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
を
縦

割
り
班
に
す
る
こ
と
で
、
学
年
の
枠

を
超
え
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
と
な

り
、
立
ち
止
ま
っ
て
大
き
な
声
で
挨

拶
す
る
姿
が
学
校
の
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　平
成
29
年
度
は
、
平
成
28
年
度
の

実
践
を
も
と
に
、
も
っ
と
も
っ
と
よ

り
よ
い
学
校
を
、
そ
し
て
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
輝
く
学
校
を
創
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え

の
な
い
自
分
、
か
け
が
え
の
な
い
友

達
を
尊
重
し
認
め
合
い
な
が
ら
生
活

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

天草市立有明中学校
３年  松﨑　愛さん

　少
子
化
、
待
機
児
童
な
ど
が
問
題
視
さ

れ
る
今
日
、
時
代
と
と
も
に
子
ど
も
を
育

て
る
環
境
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
明
治
の
初
め
に
日
本
に
来
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
人
の
話
で
す
。

　日
本
人
の
子
育
て
を
見
て
驚
い
た
そ
う

で
す
。
母
親
が
子
ど
も
を
背
負
い
、
畑
仕

事
や
家
事
を
や
っ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る

時
は
上
の
兄
や
姉
が
弟
や
妹
を
お
ん
ぶ
し

て
遊
ん
だ
り
、
家
の
手
伝
い
を
や
っ
て
い

る
。
常
に
子
ど
も
を
肌
身
離
さ
ず
育
て
て

い
る
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
昼
間

は
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
夜
は
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
で
、

泣
い
て
も
す
ぐ
に
抱
け
ば
抱
き
癖
が
付
く

か
ら
抱
か
な
い
と
い
う
習
慣
で
し
た
。

　日
本
人
の
よ
う
に
子
ど
も
を
大
切
に
育

て
る
人
種
は
見
た
こ
と
が
無
い
。
そ
う
語

っ
た
そ
う
で
す
。
古
き
良
き
時
代
の
子
育

て
に
学
ぶ
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

濱
洲

　大
心

柴
田

　誠

副
委
員
長 

蓮
池

　良
正

委
員
長  

濱
洲

　大
心

宮
下
幸
一
郎

下
田
昇
一
郎

天草市議会広報広聴委員会

　私
が
天
草
市
に
対
し
て
望
む
こ
と

は
、
天
草
市
を
活
性
化
さ
せ
若
者
の

人
口
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
今
、
天

草
市
に
住
む
若
者
は
、
高
校
進
学
、

も
し
く
は
卒
業
後
に
天
草
市
か
ら
出

て
行
っ
て
し
ま
う
た
め
、
若
者
が
ど

ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
大
学
卒
業
後
、
天
草
で
生
活
し

た
い
と
思
っ
て
い
て
も
働
く
場
所
が

な
け
れ
ば
帰
っ
て
く
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　ま
た
、
天
草
市
の
良
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
観
光
客
を
増
や
し
て
、
こ
こ

に
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
少
子
高
齢
化
と
な
っ
た
今

の
天
草
市
を
改
善
し
、
さ
ら
に
よ
り

よ
い
天
草
市
と
な
る
よ
う
、
今
ま
で

に
な
い
大
胆
な
政
策
を
考
え
、
活
性

化
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し

て
天
草
の
自
然
や
人
の
温
か
さ
を
多

く
の
人
々
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

天草市立倉岳中学校
３年  山道　晴菜さん
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？

意
見
交
換
会
を

　
　 

開
催
し
ま
し
た

　
天
草
市
議
会
で
は
、
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
市
内
の
各
種
団

体
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
各
常
任
委
員
会
ご
と
に
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
㈱
、
天
草
市

管
工
事
業
協
同
組
合
、
天
草
畜
産
農
業
協
同
組
合
、
天
草
市
保
育
所

連
盟
の
４
団
体
と
実
施
し
、
各
団
体
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【現状・主な意見】
●欠航が多いと言われ
るが、就航率は96％。
（欠航時の交通手段の検討も行っている）
●新機種（ATR-42-600）変更に合わせて、空港
使用料等もアップしたので、売り上げを上げ
なくてはならない。
●新機種は国内では珍しく、予備のエンジン等
を持たないで運行している。現在、部品の調
達等を検討中である。
●今後一番欲しいのは、需要のある路線である。
熊本～大阪間は、他の航空会社より運賃が安
いので人気がある。また、天草市に目玉とな
る観光施設、スポットがあれば搭乗率も上が
ると思う。（世界遺産に期待）

実 施 日：平成29年２月20日（月）
相手団体：天草市管工事業協同組合

【現状・主な意見】
●水道事業における「給水部門」
の民間委託の予定について。

●水道施設工事の指名について。
●漏水対策、水道未普及地域の今後について。
●大雪等、有事の備えについて。
●天草市独自の入札参加資格の格付や公開状況
について。

●技術士の人材確保について。
●中小企業振興基本条例の制定について。

　上記内容について、3月22日に執行部（水
道局・総務部契約検査課）と意見交換（聞き
取り調査）を行いました。その結果等につい
て、同月30日に正副委員長において団体に
出向き報告を行いました。

　天草市議会では、議会の活性化を目指し、平成24年３月に議会基本条例を制定し、
同年４月より施行しました。
　これにより、様々な議会改革を実施しており、この１つとして市民の皆様の意見を議
会活動に生かすことを目的とした議会報告会を開催してきましたが、平成26年度から
はこの議会報告会に代わり、各種団体とテーマを決めて意見交換会を開催しています。
　この意見交換会でいただいた意見は、今後の議会活動に生かし、市への政策提言など
も行っていきます。

総務政策委員会

市民生活委員会

実 施 日：平成29年２月21日（火）
相手団体：天草畜産農業協同組合

【現状・主な意見】
●天草では天草黒牛の子牛
の繁殖が主に行われてお
り、組合ではそのセリが
行われている。販売価格は近年高騰してお
り、天草黒牛は肉質もよく評判が高い。

●牛白血病は届出伝染病に指定されており、発
症すると死に至り廃棄しなければならない。
天草では、10年での清浄化を目指し今年で
２年目となるが、地域団体一丸となって取り
組みが進められている。

●組合では、五和から佐伊津にかけての市有地
を借用しての放牧を検討している。

●組合として、独自で優良牛保留奨励事業を実
施している。市においても、家畜導入事業と
して１頭あたり５万円の導入補助があるが、
優良牛については、さらなる補助をお願いし
たい。

●天草には、産業動物の獣医師が３名しかおら
ず、高齢化が進んでいる。

建設経済委員会

実 施 日：平成29年2月23日（木）
相手団体：天草市保育所連盟

【現状・主な意見】
●天草市と天草市保育所連盟の意見交換のため
の委員会の設置
　保育をめぐる諸問題の解決のためにも、定期
的な意見交換の場が必要。
●特別保育事業の積極的推進及び拡充
　特別保育事業の実施については、今後も継続
して助成をお願いしたい。
●第３子の保育料無料化における保護者の所得
制限の緩和
　第３子保育料無料化は、子育て支援策として重
要な役割を担っているので、保護者の所得制限の
緩和や３歳児以降の無料化も検討してほしい。
●保育士養成校における天草市出身学生への奨
学金の創設
　天草市独自の奨学金を創設し、修学中の奨学
金を貸与するとともに卒業後数年間、天草市内の
保育所で勤務することで返済無用とする等の条件
を付けて貸与していただきたい。
●園児数が減少している保育所への各種施策
　社会福祉法人立の保育所において、園児数が
20名を下回ると運営が困難になってくる保育所
があるため、特別な助成等の配慮をお願いした
い。
●代替職員確保による職場環境改善の推進
　延長保育や各種特別保育への積極的な取り組
みが求められており、保育所としても保育士の定数
以上の確保などに取り組んでいるが、それでも職員
の負担は大きい。
　これ以上の保育士の確保は財政的にも難しい
が、待機児童対策、保育士の労働環境改善のた
めにも、臨時職員を雇用することへのさらなる助成
をお願いしたい。

教育厚生委員会

意見交換会
ってなに？

実 施 日：平成29年１月30日（月）
相手団体：天草エアライン（株）

総務政策委員会と天草エアライン㈱の意見交換会
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目的：①処分等の困難な（※）遊休財産の有効活用を図る。
　　　②地域の活性化及び雇用の拡大を図る。
内容：遊休財産等を利用して行う事業であって、市の施策に関係し、地域活性化または雇用拡大につ

ながる事業であって市長の承認を受けた事業を行う者に、無償貸付け等の奨励措置を講ずる。
※遊休財産とは…公用または公共用施設としての設置目的が失われているとして用途を廃止した土地や建物で、利
活用計画がないもの。（廃校舎など）

賛　　否　　表
天草市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
平成29年度天草市一般会計予算
平成29年度天草市国民健康保険特別会計予算
平成29年度天草市病院事業会計予算

※起立採決を行ったものに限ります。（○は賛成、×は反対）　※脇島義純議員は議長職のため、表決には加わりません。

平成29年第１回天草市議会（定例会）議案

条例制定及び改正の主なもの・その他の議決事項

①廃校により空き家となっていた教職員住宅（御所浦町横浦）を、須ノ崎一般住宅（１棟４戸）として
新たに市営一般住宅に追加する。
②平成28年４月より空き家となっていた宮南一般住宅２号棟を用途廃止する。

以下のとおり、各施設の指定管理者が指定されました。
期間：平成29年４月１日～平成30年３月31日

施　設　名 指定管理者
志柿地区コミュニティセンター及び
志柿町瀬戸地区コミュニティセンター
牛深地区コミュニティセンター
嵐口地区コミュニティセンター
小宮地地区コミュニティセンター
鬼池地区コミュニティセンター
新合地区コミュニティセンター

志柿地区振興会

牛深地区振興会
嵐口地区振興会
小宮地地区振興会
鬼池まちづくり振興会
新合地区振興会

議第９号
議第21号
議第22号
議第31号

議第３号　天草市遊休財産等利活用促進条例の制定について

議第６号　天草市一般住宅条例の一部を改正する条例の制定について

議第12号～17号　指定管理者の指定について

会派名 天政会 政友会 新風天草 市民クラブ 日本共産党 無会派

表決数 結果田
池

　

之
裕

田
本

　

志
武
人
千
三
村
中
木
勝

　

生
幸
郎
一
幸
下
宮
戸
鶴

　

啓
継
　

臣
昭

山
平

　

司
泰

光
鎗

　

孝
秀

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠 郎
一
源
賀
古
江
松

　

輝
雅

中
田

　
　

茂

尾
中

　

二
友

洲
濱

　

心
大

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政
郎
一
昇
田
下
池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

島
脇

　

純
義

木
赤

　

男
武

山
若

　

介
敬

村
西

　

武
尚

議第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 〇 〇 〇 22：2

議第21号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 〇 〇 〇 22：2

議第22号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 〇 〇 〇 22：2

議第31号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 〇 〇 〇 22：2

名
員
議

原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

議第１号
天草市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について（育児のための深夜勤務の制限等に係る子の範囲の拡大、介護のた
めの時間外勤務の制限を新たに設けることに伴い条例を改正するもの。）

総務政策 原案可決

議第２号
天草市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて（職員及び非常勤職員の育児休業、育児短時間勤務及び部分休業の
取得要件等の見直しに伴い条例を改正するもの。）

総務政策 原案可決

議第３号
天草市遊休財産等利活用促進条例の制定について（処分等の困難な普通
財産の有効活用を図るとともに、地域の活性化及び雇用の拡大を図るた
め条例を制定するもの。）

総務政策 原案可決

議第４号

天草市税条例等の一部を改正する条例の制定について（社会保障の安定
財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法及び地方
交付税法の一部を改正する法律等の一部を改正する法律の施行に伴い条
例を改正するもの。）

市民生活 原案可決

議第５号 天草市天草コンポストセンター条例を廃止する条例の制定について（天
草コンポストセンターの譲渡に伴い条例を廃止するもの。） 建設経済 原案可決

議第６号 天草市一般住宅条例の一部を改正する条例の制定について（市営一般住
宅の追加および用途廃止に伴い条例を改正するもの。） 建設経済 原案可決

議第７号
天草市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（建築物のエネ
ルギー消費性能の向上に関する法律の施行に伴い事務手数料を設定する
ため条例を改正するもの。）

建設経済 原案可決

議第８号 天草市体育館条例等の一部を改正する条例の制定について（社会体育施
設の追加および廃止等に伴い条例を改正するもの。） 総務政策 原案可決

議第９号
天草市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて（市立病院の診療体制の見直しに伴い病床数を削減するため条例を
改正するもの。）

教育厚生 原案可決

議第 10号
天草市立診療所条例の一部を改正する条例の制定について（市立診療所
の診療体制の見直しに伴い診療時間等を変更するため条例を改正するも
の。）

教育厚生 原案可決

議第 11号 工事請負契約の締結について（天草市コミュニティＦＭ局整備工事請負
契約を締結するもの。） 総務政策 原案可決

議第 12号
　～ 17 号

指定管理者の指定について（志柿地区コミュニティセンター及び志柿町
瀬戸地区コミュニティセンター、牛深地区コミュニティセンター、嵐口
地区コミュニティセンター、小宮地地区コミュニティセンター、鬼池地
区コミュニティセンター、新合地区コミュニティセンター）

総務政策 原案可決

議第 18号 市道路線の廃止及び認定について（市道について１路線を廃止し、17路
線を認定するもの。） 建設経済 原案可決

議第 19号
　～ 20 号

平成２８年度天草市一般会計補正予算（第８号）
平成２８年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 予算決算 原案可決

議第 21号
　～ 33 号

平成２９年度天草市一般会計予算
平成２９年度天草市国民健康保険特別会計予算
平成２９年度天草市介護保険特別会計予算
平成２９年度天草市後期高齢者医療特別会計予算
平成２９年度天草市浄化槽市町村整備推進事業特別会計予算
平成２９年度天草市国民健康保険診療施設特別会計予算
平成２９年度天草市歯科診療所特別会計予算
平成２９年度天草市斎場事業特別会計予算
平成２９年度天草市一町田財産区特別会計予算
平成２９年度天草市新合財産区特別会計予算
平成２９年度天草市病院事業会計予算
平成２９年度天草市水道事業会計予算
平成２９年度天草市下水道事業会計予算

予算決算 原案可決
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気になる予算の
中身をチェック!!

　
３
月
８
日
、
10
日
、
13
日
、
14
日
の
４
日
間
、
予
算
決
算
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
補
正

予
算
２
件
、
当
初
予
算
13
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
こ
の
予
算
決
算
委
員
会
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

3月定例会 一般会計・特別会計補正予算

　

こ
の
よ
う
に
、
予
算
と
決
算
を
同
一

委
員
会
で
審
査
し
連
動
性
を
持
た
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
議
会
と
し
て
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

今
定
例
会
に
お
け
る
予
算
決
算
委
員

会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
８
〜
９
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

6億4,014万円の増額
8,783万円の減額

※金額は、万円未満を四捨五入しています。

補正後の平成28年度予算総額 561億5,497万円
298億6,191万円

※特別会計とは？　
　行政（天草市）が、特定の事業を行う場合、市民の方々が納められた特定の税金・使用料を充て、一般会計と区分して経
理するもの。国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療・斎場事業などが該当します。

補正予算の主なもの

3億円
3億2,474万円

■取組状況
年　度
H24
H25
H26
H27
H28

利用者数
471,199人
461,730人
430,578人
405,999人
402,844人

補助金額
2億8,407万円
2億9,441万円
3億2,687万円
3億2,475万円
3億2,474万円

イノシシ捕獲頭数（頭）
防護柵設置数（件）
狩猟免許取得者数（人）

H23
4,544
733
15

年　度 H24
4,879
501
12

H25
5,417
606
34

H26
6,076
548
22

H27
7,281
670
24

H28
6,328
534
12

路線バスを運行する事業者に対し不足分
の補助を行う。

当初予算の補助額　　
補助額合計　　　　　

7,243万円
8,476万円イノシシ捕獲頭数、増加に伴う　

補助金の増額

当初予算の補助額　　
補助額合計　　　　　

1億6,350万円
老朽化した天草漁協五和支所の建て替え整備に
係る補助金

・事業内容　
　活魚水槽 72 基、加工場 228.5m2、冷凍冷蔵庫 4 基
　製氷機、事務室、既設施設解体 1 式

予
算
決
算
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

2,474万円

地方バス路線運行維持対策費

1,233万円
有害鳥獣捕獲対策費

水産物流荷さばき施設整備費

・総事業費　
  3億790万円

一般会計補正予算（第８号）

  

●
予
算
決
算
委
員
会
と
は
？

　

市
の
当
初
予
算
や
補
正
予
算
な
ど
の

予
算
議
案
、
決
算
議
案
の
審
査
を
行
い

ま
す
。

  

●
市
の
予
算
は
議
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
審
査
す
る
？

　

市
の
予
算
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計

な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
市
長
の
専

決
処
分
を
除
く
す
べ
て
の
予
算
は
議
会

が
審
査
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
執
行

可
能
と
な
り
ま
す
。

  

●
当
初
予
算
っ
て
な
に
？

　

年
度
開
始
前
に
年
間
予
算
（
年
度
内

の
総
収
入
と
総
支
出
を
見
積
も
っ
た
も

の
）
と
し
て
編
成
さ
れ
た
基
本
的
な
予

算
で
す
。
こ
の
当
初
予
算
は
、
そ
の
年

の
初
め
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
今
回

の
第
１
回
定
例
会
で
も
一
般
会
計
と
特

別
会
計
を
合
わ
せ
て
当
初
予
算
総
額
約

８
３
５
億
円
が
審
査
さ
れ
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

※

当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
市
政

だ
よ
り
天
草
５
月
号
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

  

●
補
正
予
算
っ
て
な
に
？

　

年
度
途
中
に
お
け
る
災
害
の
発
生
や

法
改
正
等
に
対
応
す
る
た
め
、
当
初
予

算
を
増
額
ま
た
は
減
額
す
る
予
算
で
す
。

年
４
回
の
市
議
会
定
例
会
や
臨
時
議
会

に
提
出
さ
れ
る
ほ
か
、
災
害
等
で
早
急

に
予
算
を
成
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場

合
な
ど
は
、
市
長
の
専
決
に
よ
り
成
立

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。（
専
決
処
分
の

場
合
は
次
の
議
会
で
の
承
認
が
必
要
と

な
り
ま
す
。）

※

今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
の

主
な
概
要
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

●
議
会
で
の
審
査
方
法
は
？

　

議
長
を
除
く
議
員
全
員
（
議
長
は
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
）
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

予
算
議
案
に
つ
い
て
は
、
予
算
書
の

ほ
か
、
主
な
事
業
の
予
算
の
概
要
（
今

定
例
会
の
当
初
予
算
で
は
１
６
９
事
業
）

を
用
い
て
審
査
を
行
い
、「
真
に
必
要
な

事
業
で
あ
る
か
」、「
予
算
の
額
は
適
正
か
」

な
ど
の
視
点
か
ら
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
決
算
議
案
に
つ
い
て
は
、
決

算
書
の
ほ
か
、
成
果
報
告
書
や
監
査
委

員
の
意
見
書
な
ど
を
用
い
て
審
査
を
行

い
、「
事
業
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る

か
」、「
適
正
な
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
か
」

な
ど
の
視
点
か
ら
審
査
を
行
い
ま
す
。

国民健康保険
特別会計補正予算（第２号）

一般会計
特別会計

※補正理由の詳細は８ページをご覧ください。

　国補助金　1億3,900万円
　市補助金　　  2,450万円
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■問
譲
渡
額
算
定
に
つ
い
て
。

■答 

譲
渡
額
の
算
定
方
法
は
、
不
動
産
鑑

定
評
価
額
又
は
固
定
資
産
税
評
価
額
を

も
と
に
算
定
す
る
。
非
木
造
に
つ
い
て

は
、
県
の
評
価
で
、
減
額
譲
渡
の
申
請

時
期
と
評
価
の
時
期
の
状
況
次
第
で
は
、

不
動
産
鑑
定
評
価
額
を
基
準
に
す
る
場

合
が
あ
る
。

■内容  

天
草
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
整

備
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

■問
目
的
と
受
信
エ
リ
ア
に
つ
い
て
。

■答 

地
域
情
報
や
災
害
情
報
を
多
角
的
に

配
信
し
、
市
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

局
放
送
施
設
を
整
備
す
る
工
事
に
係
る

契
約
で
あ
る
。
1
月
31
日
に
条
件
付
一

般
競
争
入
札
・
開
札
し
、
2
月
3
日
に

仮
契
約
を
締
結
し
た
。
受
信
エ
リ
ア
に

つ
い
て
は
、
計
画
で
は
70

〜
76
％
で
あ
り
、
放
送
開

始
後
、
改
め
て
調
査
を
行

い
、
実
情
に
合
っ
た
対
応

を
し
て
い
く
。

■問
改
正
内
容
に
つ
い
て
。

■答 

地
方
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
実
施
時

期
が
２
年
半
延
長
さ
れ
、「
法
人
住
民
税

法
人
税
割
の
税
率
引
き
下
げ
時
期
の
変

更
」、「
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
延
長
」
及

び
「
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
導

入
時
期
の
変
更
」
な
ど
規
定
整
備
を
行

う
も
の
。

■内容  

同
セ
ン
タ
ー
の
譲
渡
に
伴
い
条
例

を
廃
止
す
る
も
の
。

■問
廃
止
の
目
的
に
つ
い
て
。

■答 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
天
草
町
の
養
豚
の

糞
尿
を
適
正
に
処
理
し
、
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
に
平
成
３
年
度
に
建
設
さ

れ
た
も
の
。
今
回
、
４
戸
の
養
豚
農
家

で
組
織
さ
れ
る
管
理
組
合
よ
り
、
施
設

と
土
地
に
つ
い
て
譲
渡
の
申
し
出
が
あ

り
、
譲
渡
す
る
予
定
で
条
例
廃
止
す
る
。

■内容  

牛
深
市
民
病
院
の
診
療
機
能
に
合

っ
た
病
床
数
の
削
減
を
行
う
た
め
の
条

例
改
正
。

■問
病
床
数
が
減
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い

て
。

■答 

牛
深
市
民
病
院
の
産
婦
人
科
常
勤
医

師
の
確
保
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
今

後
も
分
娩
の
取
り
扱
い
は
見
込
め
な
い

こ
と
か
ら
、
産
婦
人
科
の
新
生
児
用
ベ

ッ
ド
と
し
て
保
有
し
て
い
た
２
床
を
廃

止
す
る
。
し
か
し
、
汎
用
性
の
あ
る
一

般
病
床
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
療
養
病
床

を
２
床
減
ら
す
も
の
。
削
減
後
の
療
養

病
床
数
は
43
床
と
な
る
が
、
現
在
、
入

院
患
者
は
、
一
日
平

均
30
人
前
後
で
推
移

し
て
お
り
、
今
回
２

床
削
減
し
て
も
患
者

の
動
向
等
に
影
響
は

与
え
な
い
。

●
地
方
バ
ス
路
線
運
行
維
持
対
策
費

■問
補
助
額
が
増
加
し
た
要
因
に
つ
い
て
。

■答 

補
助
額
を
算
定
す
る
場
合
に
用
い
る

１
キ
ロ
当
た
り
の
経

常
費
用
が
９
・
56
円

上
昇
し
た
こ
と
並
び

に
利
用
者
の
減
少
が

主
な
要
因
で
あ
る
。

な
お
、
市
と
産
交
バ

ス
で
は
、
路
線
の
見

直
し
や
年
間
走
行
距

離
の
削
減
、
バ
ス
の
小
型
化
、
利
用
促

進
策
の
検
討
な
ど
、
協
議
・
見
直
し
を

定
期
的
に
行
い
、
効
率
的
な
運
行
や
経

費
削
減
に
努
め
て
い
る
。

■問
路
線
を
廃
止
し
た
地
域
へ
の
対
策
に

つ
い
て
。

■答 

路
線
バ
ス
を
廃
止
し
た
場
合
、
そ
の

地
域
は
交
通
不
便
地
域
と
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
路
線
廃
止
後
の
対
策
と
し
て
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
や
循
環
バ
ス
の
運
行
な

ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
対
策
を

講
じ
て
い
く
。

●
水
産
物
流
通
荷
さ
ば
き
施
設
整
備
事

業■説明  

築
41
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
と
と

も
に
衛
生
面
に
お
い
て
も
課
題
と
な
っ

て
い
る
天
草
漁
協
五
和
支
所
の
荷
さ
ば

き
施
設
を
新
た
に
整
備
す
る
。

■問
当
施
設
と
、（
仮
称
）イ
ル
カ
セ
ン
タ

ー
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
。

■答 

今
回
、
移
転
整
備
さ
れ
る
荷
さ
ば
き

施
設
は
、（
仮
称
）イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
と

隣
接
し
て
お
り
、
施
設
内
に
見
学
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
た
り
、
荷
さ
ば
き
施
設
に

水
揚
げ
さ
れ
た
水
産
物
や
海
藻
等
の
加

工
品
を（
仮
称
）イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
内
の

販
売
所
で
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漁

業
者
の
所
得
向
上
を
図
り
た
い
。

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
推
進
事
業

■内容  

平
成
29
年
度
の
寄
附
金
額
に
つ
い

て
は
、
目
標
を
３
億
円
と
し
、
併
せ
て

お
礼
の
特
産
品
の
品
目
を
現
在
の
１
０

０
品
目
か
ら
１
７
０
品
目
に
増
や
し
、

内
容
の
充
実
を
図
る
。

●
天
草
市
庁
舎
建
設
事
業

■問
本
庁
舎
建
設
工
事
に
伴
う
入
札
方
式
、

参
加
形
態
の
選
定
に
つ
い
て
。

■答 

入
札
方
法
に
つ
い
て
は
、
等
級
の
ほ

か
に
同
種
工
事
の
施
工
実
績
、
配
置
技

術
者
の
施
工
経
験
等
を
設
定
し
た
条
件

付
一
般
競
争
入
札
に
な
る
。
参
加
形
態

に
つ
い
て
は
、
対
象
工
事
の
規
模
、
天

草
市
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
者
の
実

績
、
能
力
等
及
び
地
域
性
、
競
争
性
、

透
明
性
を
考
慮
し
、
天
草
市
工
事
指
名

等
審
査
委
員
会
に
お
い
て
、
数
種
の
発

注
形
態
を
比
較
検
討
の
う
え
、
推
薦
案

を
作
成
す
る
。

■問
市
内
に
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
企
業

が
あ
る
の
か
。

■答 

本
庁
舎
建
設
工
事
は
、
建
築
、
機
械

設
備
、
電
気
設
備
等
の
対
象
工
事
に
お

い
て
、
施
工
実
績
等
で
検
討
し
た
結
果
、

市
内
に
は
単
体
で
入
札
に
参
加
で
き
る

企
業
は
一
部
し
か
な
い
た
め
、
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体（
Ｊ
Ｖ
）方
式
に
よ

り
、
格
付
最
上
位
の
等
級
に
属
す
る
市

内
業
者
と
市
外
業
者
と
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
も
の
に
な
る
。

●
市
長
及
び
市
議
会
議
員
選
挙
費

■問
移
動
式
期
日
前
投
票
所
の
設
置
対
象

に
つ
い
て
。

■答 

投
票
所
が
な
く
な
っ
た
地
域
で
交
通

の
不
便
な
地
域
を
対
象
に
最
大
で
20
カ

所
分
を
予
算
計
上
し
て
お
り
、
１
カ
所

当
た
り
、
最
短
で
２
時
間
、
最
長
で
半

日
程
度
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

●
天
草
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

■問
助
成
し
た
商
品
券
の
地
元
小
売
店
で

の
利
用
に
つ
い
て
。

■答 

全
体
に
占
め
る
小
売
業
で
の
使
用
が

約
50
％
と
な
っ
て
お
り
、
内
訳
と
し
て

約
10
％
程
度
が
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
残
り
の
40
％
が
地
元
の
小
売

店
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

●（
仮
称
）イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

■問
同
セ
ン
タ
ー
の
建
設
地
及
び
総
事
業

費
に
つ
い
て
。

■答 

建
設
地
は
天
草
市
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー

推
進
協
議
会
に
お

い
て
様
々
な
候
補

地
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、
イ
ル

カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

の
発
着
場
か
ら
近

い
な
ど
立
地
条
件
も
よ
く
、
ま
と
ま
っ

た
面
積
が
確
保
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら

現
在
の
予
定
地
に
決
定
し
た
。
ま
た
、

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
総
額
で
10
億
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

●
観
光
施
設
整
備
事
業

■問
祇
園
橋
小
公
園
整
備
に
お
け
る
駐
車

場
の
確
保
に
つ
い
て
。

■答 

祇
園
橋
を
観
光
に
訪
れ
る
方
や
ま
ち

歩
き
を
さ
れ
る
方
の
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
整
備
し
、
身
障
者
用
駐
車
場

を
１
台
確
保
す
る
。

■意見  

祇
園
橋
観
光
に
車
で
訪
れ
る
人
の

た
め
に
も
、
駐
車
場
を
増
や
す
こ
と
は

で
き
な
い
か
再
度
検
討
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

●
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

■問
戸
別
受
信
機
の
操
作
方
法
及
び
平
時

の
活
用
範
囲
等
に
つ
い
て
。

■答 

今
後
、
戸
別
受
信
機
の
選
定
後
、
行

政
区
長
の
意
見
等
を
反
映
し
た
う
え
で
、

利
活
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
。

●
幼
稚
園
に
お
け
る
保
育
料

■問
市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
に
つ
い
て
。

■答 

市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

月
額
５
，９
０
０
円
を
上
限
と
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
法
改
正
も
あ
っ
て
い

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
子
育
て
支
援

と
い
う
形
で
据
え
置
い
て
い
る
状
況
。

な
お
、
保
育
料
の
是
正
に
つ
い
て
は
私

立
幼
稚
園
連
盟
か
ら
も
要
望
書
を
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

■問
本
市
が
目
指
す
総
合
事
業
に
つ
い
て
。

■答 

総
合
事
業
に
よ
り
、
軽
度
者
の
サ
ー

ビ
ス
を
市
の
裁
量
で
自
由
に
設
定
で
き

る
一
方
、
事
業
費
の
上
限
枠
が
設
定
さ

れ
る
。
事
業
費
増
加
を
防
ぐ
に
は
「
元

気
高
齢
者
を
増
や
す
こ
と
」、
ま
た
、「
高

齢
者
を
支
え
る
地
域

づ
く
り
」
に
重
き
を

置
い
て
総
合
事
業
を

開
始
し
て
い
く
。

■問
臨
時
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
。

■答 

臨
時
職
員
の
採
用
時
に
は
、
賃
金
に

経
験
年
数
を
反
映
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
、

平
成
29
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た

年
休
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
臨
時
職
員

の
確
保
並
び
に
正
規
職
員
と
の
処
遇
格

差
の
是
正
に
努
め
て
い
く
。

■問
以
前
か
ら
要
望
が
な
さ
れ
て
い
た
魚

貫
崎
地
区
に
対
す
る
上
水
道
の
拡
張
時

期
に
つ
い
て
。

■答 

平
成
29
年
度
に
実
施
設
計
、
平
成
30

年
度
か
ら
約
３
，５
０
０
ｍ
の
配
水
管
や

ポ
ン
プ
所
の
工
事
を
開
始
し
、
平
成
31

年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
く
。

常任委員会報告
　

３
月
３
日
の
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
案
件
（
条
例
10
件
、
そ
の
他
８
件
、
予
算
15
件
）

を
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
質
疑
と
そ
の
答
弁
等

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

議
第
3
号

議
第
4
号

議
第
5
号

議
第
9
号

議
第
11
号

議
第
19
号

議
第
21
号

議
第
23
号

議
第
31
号

天
草
市
遊
休
財
産
等
利
活
用
促

進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

天
草
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

天
草
市
天
草
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　

天
草
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

平
成
29
年
度
天
草
市
一
般
会
計
予

算

平
成
29
年
度
天
草
市
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

平
成
29
年
度
天
草
市
病
院
事
業
会

計
予
算

議
第
32
号

平
成
29
年
度
天
草
市
水
道
事
業
会

計
予
算

総
務
政
策
委
員
会

市
民
生
活
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会
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一
般
質
問
が
３
月
17
日
、
21
日
の

２
日
間
で
行
わ
れ
、
８
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

■中尾  

﨑
津
集
落
に
お
け
る
物
販
施
設

の
不
足
に
つ
い
て
。

■河浦支所長  

﨑
津
集
落
の
空
き
家
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
富
津
地
域
の

住
民
を
対
象
と
し
た
﨑
津
集
落
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
中
で
空
き
家
の
活
用
の

質
問
を
設
け
て
あ
る
。
そ
の
調
査
の
結

果
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
地
元
と
も

充
分
に
協
議
し
合
意
形
成
を
図
り
な
が

ら
、
出
店
に
対
す
る
方
向
性
を
見
出
し

て
い
き
た
い
。

■中尾  

長
崎
と
﨑
津
を
結
ぶ
観
光
航
路

の
試
験
就
航
に
つ
い
て
多
く
の
課
題
が

あ
る
と
思
う
が
。
そ
の
対
応
は
。

■市長  

世
界
文
化
遺
産
登
録
の
チ
ャ
ン

ス
を
観
光
振
興
等
の
成
果
に
結
び
つ
け

る
た
め
に
も
、
重
要
な
交
通
ア
ク
セ
ス

開
拓
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。
関
係

部
署
等
と
連
携
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
、
地
元
と
も
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
そ
の
航
路
に

合
わ
せ
﨑
津
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

も
検
討
し
て
い
る
。

■中尾  

天
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
今
後
の

方
向
性
は
。（
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
等
を

検
討
し
て
は
）■地域振興部長 

本
大
会
の
コ
ー
ス
は
、

海
岸
線
を
走
る
風
光
明
媚
な
コ
ー
ス
と

し
て
人
気
は
あ
る
が
、
若
干
の
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
が
あ
る
た
め
記
録
が
狙
え
る
コ

ー
ス
で
は
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
。
今

後
は
ご
提
言
の
よ
う
に
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
等
を
検
討
し
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
向
け

の
大
会
と
し
て
、
ま
た
、
観
客
が
応
援

し
な
が
ら
楽
し
め
る
魅
力
あ
る
大
会
と

な
る
よ
う
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。■中尾  

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育

成
・
確
保
に
つ
い
て
。

■地域振興部長 

平
成
29
年
度
か
ら
は
、

部
活
動
の
社
会
体
育
移
行
時
の
受
け
皿

と
な
る
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
を
対
象
に
、

日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

資
格
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
及
び
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
認
定
員
養
成
講
習
会
の
受

講
を
勧
め
、
積
極
的
に
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

中尾 友二
議員

世
界
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
た

　
観
光
振
興
・
地
域
振
興
に
つ
い
て

地
域
医
療
構
想
と

　
　
　
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

詳細はホームページで動画配信しています。

■若山  

地
域
医
療
構
想
の
策
定
と
は
ど

ん
な
も
の
か
。■病院事業部長  

構
想
は
、
２
０
２
５

年
の
医
療
需
要
と
病
床
の
必
要
性
を
熊

本
県
が
、
二
次
医
療
圏
域
（
天
草
二
市

一
町
）を
対
象
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
。

■若山  

こ
の
構
想
が
目
指
す
べ
き
医
療

提
供
体
制
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

■病院事業部長  

病
床
の
機
能
分
化
及

び
連
携
の
推
進
・
在
宅
医
療
の
推
進
・

医
療
従
事
者
、
介
護
従
事
者
の
育
成
、

確
保
を
実
現
す
る
施
策
と
し
て
い
る
。

■若山  

天
草
地
域
の
課
題
や
解
決
に
向

け
て
の
方
向
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

■病院事業部長  

天
草
地
域
は
、
高
齢

化
率
の
上
昇
や
医
師
及
び
医
療
従
事
者

等
の
不
足
が
あ
り
、
一
般
・
療
養
病
床

が
県
全
域
と
比
較
し
て
上
回
っ
て
い

る
。
今
後
、
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

に
お
い
て
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

■若山  

第
三
次
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
策

定
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
る
の
か
。

■病院事業部長  

地
域
連
携
室
の
充
実

に
よ
り
退
院
調
整
を
図
る
。
専
門
職
の

採
用
に
よ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
沿
っ
た
患
者
支
援
を
目
指
す
。

■若山  
国
が
目
指
す
医
療
機
関
か
ら
在

宅
へ
の
流
れ
に
よ
り
経
営
形
態
の
変
更

は
今
後
、
検
討
さ
れ
る
の
か
。

■病院事業部長  
市
立
病
院
は
地
域
の

中
核
施
設
と
し
て
、現
状
を
維
持
す
る
。

■若山  

正
規
・
臨
時
職
員
は
、
地
域
の

働
き
手
で
も
あ
る
。
賃
金
や
福
利
厚
生

を
含
め
て
処
遇
改
善
の
方
針
は
あ
る

か
。■病院事業部長  

看
護
師
は
、
認
定
看

護
師
手
当
や
糖
尿
病
療
養
指
導
手
当
を

新
設
し
対
応
し
て
い
る
。
臨
時
職
員
の

処
遇
改
善
に
お
い
て
も
、
有
給
休
暇
の

付
与
、
賃
金
に
つ
い
て
も
職
種
ご
と
に

経
験
年
数
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
な
ど

改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

■若山  

今
後
と
も
病
院
事
業
管
理
者
を

中
心
に
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
と
信

頼
さ
れ
る
病
院
・
診
療
所
と
な
る
よ
う

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。 若山 敬介

議員

一般質問ってなに？

　一般質問をはじめとする本会議や常任委員会は傍聴することができます。また、直接議場へ
来ることができない場合でも、本会議はケーブルテレビやホームページで中継を行っています。
※市のホームページはパソコンのほか、スマートフォンやタブレットからも見ることができます。

熊本地震による庁舎分散の影響で、議会は五和町コミュニティセンターで行われています。
（６月定例会の会期日程案は15ページに掲載しています。）
天草市議会議場の場所：天草市五和町御領6692－1（五和町コミュニティセンター）

ケーブルテレビ、天草市議会のホームページをご覧く
ださい。ホームページは、天草市議会のホームページ
から、インターネット中継にお進みください。
　　　　　　　　　

議会を見に行こう

傍聴に
行くには

中継を
見るには

一
般
質
問

だれがするの？

議員が行います。

いつあるの？

年４回の市議会定例
会で行われます。

何を聞くの？

議案と関係なく市の行
政事務の状況や将来に
対する方針などを質問
することができます。

議員が質問を行い、
これに対し市長など
執行部が回答します。
議員の制限時間は、
執行部の回答を除き
30分となっています。

どのように行うの？
どこで見られるの？

天草市議会の議場で
傍聴することができ
るほかケーブルテレ
ビやホームページで
も中継を行っていま
す。また、ホームペー
ジからは過去の中継
映像や会議録も閲覧
することができます。

そこが
聞きたい！これを

問いたい！

※次ページからの掲載原稿は、質問者本人が要約したものです。

天草市議会

天草市議会
■ホームページは

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

尾
中
　

二
友

て
い
つ
に
等
法
方
得
取
の

に
と
こ
る
す
行
移
へ
育
体
会
社
ら
か
動
活
部
動
運
の
校
学
小
②

て
い
つ
に
等
況
状
捗
進
る
す
関

つ
に
興
振
域
地
・
興
振
光
観
た
し
と
機
契
を
録
登
産
遺
界
世
③

て
い

２

山
若
　

介
敬

て
い
つ
に
ン
ラ
プ
革
改
院
病
と
想
構
療
医
域
地
①

３

池
蓮
　

正
良

方
め
進
の
後
今
の
政
行
水
①

点
化
強
の
り
く
づ
ち
ま
②

り
く
づ
草
天
い
し
優
に
境
環
③

４

木
赤
　

男
武

に
め
た
る
守
ら
か
待
虐
や
め
じ
い
を
も
ど
子
①

て
い
つ
に
画
計
設
建
場
葬
火
新
②

５

崎
浜
　

昭
義

て
い
つ
に
地
土
の
後
査
調
籍
地
①

て
い
つ
に
請
申
続
継
び
及
請
申
護
保
活
生
②

て
い
つ
に
場
理
処
尿
し
④

つ
に
化
業
産
次
６
と
策
対
者
継
後
・
手
い
担
の
業
産
水
林
農
⑤

て
い

６

中
田
　
茂

度
制
税
納
と
さ
る
ふ
①

て
い
つ
に
み
組
り
取
の
て
け
向
に
設
建
館
書
図
央
中
②

７

郎
一
昇
田
下

成
平
①

29

て
い
つ
に
針
方
政
施
度
年

８

﨑
浜
　

臣
昭

つ
に
業
事
連
関
光
観
と
費
工
商
算
予
初
当
計
会
般
一
度
年
新
①

て
い

て
い
つ
に
品
礼
お
の
金
附
寄
援
応
と
さ
る
ふ
②
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■浜崎  

天
草
市
で
最
後
の
地
籍
調
査
も
完

了
。
全
体
の
約
77
％
を
農
地
・
山
林
で
占

め
て
お
り
、
宅
地
・
道
路
用
地
に
つ
い
て

は
、
約
６
％
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
が
利

用
さ
れ
て
い
る
が
、未
だ
に
所
有
者
が「
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
土
地
」（
白
地
）が

あ
る
。「
坪
に
換
算
す
る
と
26
万
６
，７
４

４
坪
」そ
の
う
ち「
68
・
９
％
の
土
地
が
公

共
用
地
」。
そ
の
土
地
を
、
確
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
後
の
取
り
組
み
次
第
で

は
利
用
価
値
お
よ
び
税
収
増
に
も
つ
な
が

る
。■総務部長  

必
要
に
応
じ
て
所
管
課
に
お

い
て
対
応
し
て
い
く
。

■浜崎  

生
活
保
護
扶
養
義
務
対
象
者
が
出

す
書
類
が
、「
扶
養（
援
助
）回
答
書
」か
ら

「
扶
養
届
書
」に
変
わ
っ
て
い
る
。
扶
養
義

務
対
象
者
は
、
扶
養
届
書
に
自
分
の
資
産

や
負
債
状
況（
ロ
ー
ン
等
）も
詳
細
に
書
き

込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
書
く
側
に
と

っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
さ
ら
け
出
す

こ
と
に
な
る
。
配
慮
を
要
望
す
る
。

■健康福祉部長  

扶
養
能
力
が
あ
る
か
を

判
断
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
。

■浜崎  

確
定
申
告
の
受
付
の
際
に
、
市
役

所
へ
持
ち
込
む
方
も
お
ら
れ
る
。
市
職
員

よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を
何
度
も

言
わ
れ
た
。
職
員
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
過
剰
な
提
出
強
要
が
行
わ
れ
な
い
よ
う

に
要
望
す
る
。

■市民生活部長  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
な
く
て
も
受
理
す
る
。
次
回
の
手
続
き

か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
カ
ー

ド
の
写
し
の
添
付
を
指
導
す
る
。

■浜崎  

老
朽
化
に
伴
い
、
し
尿
処
理
場
が

各
地
区
で
閉
鎖
さ
れ
、
仮
置
き
場
が
設
置

さ
れ
る
。
今
ま
で
し
尿
処
理
場
の
処
理
水

を
清
掃
後
の
張
り
水
に
利
用
し
て
い
た

が
、
今
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

■市民生活部長  

張
り
水
に
つ
い
て
は
、

清
掃
業
者
へ
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

■浜崎  

基
幹
産
業
へ
の
取
り
組
み
に
対
し

て
は
格
段
の
努
力
を
注
ぎ
込
ん
で
い
る
。

漁
業
就
業
者
数
も
20
年
間
で
63
％
が
減
少

し
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。
特
に
担
い

手
不
足
は
さ
ら
な
る
対
策
の
強
化
で
、
今

後
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。担
い
手
・

後
継
者
・
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
関
係
者
へ
の
周
知
徹
底
を
。「
つ

く
る
」「
素
材
を
生
か
す
」「
売
る
」「
支

え
る
」「
つ
な
が
る
」の
具
体
的
内
容
は
。

■経済部長  

こ
れ
ま
で
新
規
就
業
促
進
事

業
を
実
施
し
て
き
た
が
本
市
に
お
い
て

は
、
就
業
実
績
は
な
い
。
特
に
担
い
手
・

後
継
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

本
市
独
自
の
支
援
策
を
拡
充
、
創
出
し
、

農
林
水
産
業
全
体
５
年
で
２
０
０
人
以
上

の
新
規
就
業
者
を
目
指
す
。
相
談
を
頂
け

れ
ば
経
済
部
で
連
携
し
、
本
市
補
助
金
等

で
支
援
す
る
。

浜崎義昭
議員

■田中  

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
大
変
あ
り

が
た
い
制
度
で
あ
り
、
是
非
継
続
を
と
考

え
る
が
ど
う
か
。■総合政策部長  

自
主
財
源
確
保
、
産
業

振
興
面
で
も
有
効
な
施
策
で
あ
る
、
継
続

し
て
も
ら
い
、
上
手
く
活
用
し
て
行
き
た

い
。■田中  

寄
附
額
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
返

礼
率
の
推
移
、
さ
ら
に
他
の
自
治
体
、
全

国
平
均
と
の
比
較
に
お
い
て
、
率
の
上
乗

せ
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■総合政策部長  

寄
附
額
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
返
礼
品
を
送
付
、
平
成
28
年
度
に

か
け
、
件
数
、
額
と
も
に
飛
躍
的
に
増
加

し
て
い
る（
別
表
参
照
）。返
礼
品
の
種
類
、

内
容
の
充
実
が
一
番
と
思
う
。返
礼
率
も
、

平
成
27
年
度
は
、
コ
ー
ス
別
に
上
限
17
％

〜
30
％
だ
っ
た
が
、
平

成
28
年
度
は
、
32
％
程

度
と
し
た
。
多
額
の
寄

附
金
を
集
め
て
い
る
自

治
体
と
比
較
し
て
、
本

市
の
返
礼
率
は
低
い
と

感
じ
る
が
、
現
行
制
度

の
中
で
は
、
妥
当
と
考

え
る
。■田中  

今
後
の
展
開
を

考
え
る
と
、
制
度
の
直

接
の
窓
口
だ
け
で
は
、

マ
ン
パ
ワ
ー
だ
け
を
と

っ
て
も
厳
し
い
の
で
は

な
い
か
。
貴
重
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
特

産
品
業
者
、
返
礼
品
取
扱
業
者
、
他
部
門

と
の
連
携
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■経済部長  
平
成
29
年
度
分
お
礼
品
の
選

定
か
ら
、
産
業
政
策
課
を
窓
口
と
し
、
業

者
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
等
連
携

を
図
り
、
取
引
の
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

■田中  

返
礼
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
代
な
ど
に

継
続
的
な
助
成
は
で
き
な
い
か
。

■総合政策部長  
６
次
産
業
化
推
進
整
備

事
業
で
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。■田中  

寄
附
金
を
有
効
に
使
う
た
め
、
メ

ニ
ュ
ー
に
知
恵
を
絞
っ
て
見
て
は
ど
う

か
。（
全
国
の
事
例
を
紹
介
）

■市長  

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
寄
附
は

本
市
だ
け
と
思
う
。
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

【
新
図
書
館
建
設
に
向
け
て
】

■田中  

そ
の
目
指
す
姿
の
実
現
に
は
、
よ

り
多
く
の
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
、
様
々
な

取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

■生涯学習課長  

貸
出
数
を
現
在
の
１
・

５
倍
４
２
４
，０
０
０
冊
を
目
標
と
す
る
。

■教育部長  

様
々
な
課
題
が
あ
る
。
各
図

書
館
の
位
置
づ
け
、
職
員
配
置
、
学
校
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
連
携
な
ど
市

民
参
画
の
も
と
に
進
め
て
い
く
。

■教育長  

全
て
の
人
が
使
い
や
す
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
の
学
習
拠
点
、
文
化
の
発
信
拠

点
と
し
て
の
図
書
館
を
目
指
す
。

田中 茂
議員

【
小
規
模
水
利
の
各
種
補
助
事
業
の

利
用
状
況
】

■蓮池    
共
同
水
利
や
１
戸
で
も
希
望

し
て
申
請
す
れ
ば
ボ
ー
リ
ン
グ
代
等
に

充
て
ら
れ
る
補
助
制
度
が
天
草
市
に
設

け
ら
れ
た
。
水
道
が
敷
設
し
て
い
な
い

地
域
で
、
水
源
が
あ
れ
ば
利
用
で
き
る

制
度
で
あ
る
。
市
水
道
未
利
用
地
域
で

の
利
用
が
広
が
る
状
況
に
あ
る
か
。
市

の
施
策
開
始
以
来
の
活
用
状
況
を
聞
き

た
い
。
年
間
予
算
に
縛
ら
れ
る
と
思
う

の
で
、
未
普
及
地
域
を
解
消
す
る
た
め

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
す
れ
ば
、
年

間
数
件
し
か
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と

か
。■市民生活部長  

本
市
は
合
併
当
初
か

ら
未
給
水
地
域
に
お
け
る
水
道
法
の
適

用
を
受
け
な
い
小
規
模
水
道
施
設
整
備

に
補
助
制
度
を
実
施
。
平
成
26
年
度
か

ら
は
、
対
象
を
２
世
帯
以
上
か
ら
１
世

帯
に
拡
大
し
、補
助
率
も
引
き
上
げ
た
。

合
併
後
平
成
28
年
度
ま
で
の
実
績
は
、

１
３
１
件
、
給
水
世
帯
数
２
，７
３
２

世
帯
、
給
水
人
口
７
，９
３
６
人
に
６
，

４
８
９
万
９
千
円
を
補
助
。
世
帯
枠
の

拡
大
で
、
年
間
10
件
程
度
で
あ
っ
た
も

の
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
年
間
20
件

を
超
え
る
実
績
が
あ
る
。
不
足
す
る
場

合
は
、
補
正
予
算
で
対
応
し
て
い
る
。

【
共
同
水
利
的
な
設
備
設
置
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
な
い
か
】

■蓮池    

未
給
水
地
区
で
公
共
水
道
管

を
延
伸
し
て
い
く
こ
と
が
現
実
的
で
な

く
複
数
の
世
帯
が
あ
る
場
合
は
、
共
同

水
利
的
な
簡
易
水
道
設
備
の
設
置
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
は
、
考
え
ら

れ
な
い
か
。
む
し
ろ
住
民
か
ら
の
要
望

待
ち
に
な
ら
ず
、
市
水
道
行
政
と
し
て

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。■市民生活部長  

ご
相
談
を
受
け
る
際

に
近
隣
の
設
備
の
状
況
等
を
お
伺
い

し
、
共
同
で
の
設
置
が
で
き
な
い
か
、

既
設
の
組
合
等
へ
の
加
入
は
で
き
な
い

か
等
の
提
案
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

蓮池 良正
議員

■赤木  

平
成
26
年
度
の
い
じ
め
件
数
は

全
国
で
18
万
件
を
超
え
、
い
じ
め
が
要

因
と
思
わ
れ
る
自
殺
は
小
中
高
校
生
を

含
め
る
と
2
3
0
人
の
若
い
尊
い
命
が

失
わ
れ
、
い
じ
め
を
苦
に
自
殺
す
る
子

ど
も
が
後
を
絶
た
な
い
。
2
月
だ
け
で

も
愛
知
県
の
中
学
3
年
男
子
、
三
鷹
市

の
小
学
4
年
生
が
飛
び
降
り
自
殺
。
南

相
馬
市
で
は
中
学
2
年
女
子
も
自
殺
。

ま
た
、
原
発
事
故
で
福
島
か
ら
自
主
避

難
し
た
中
学
1
年
生
は
、
名
前
に
菌
を

付
け
呼
ば
れ
、
震
災
に
伴
う
い
じ
め
も

全
国
各
地
で
も
起
き
て
い
る
。
一
方
、

学
校
や
教
育
委
員
会
の
判
断
の
甘
さ
や

隠
ぺ
い
の
体
質
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

い
じ
め
根
絶
を
願
う
が
。

■教育長  

い
じ
め
に
よ
る
自
死
事
案

が
全
国
的
に
発
生
し
、
そ
の
過
程
で
学

校
や
教
育
委
員
会
の
認
識
の
甘
さ
や
、

対
応
の
鈍
さ
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
が
起
こ

っ
た
ら
学
校
組
織
と
し
て
速
や
か
に
か

つ
機
動
的
に
対
応
す
る
体
制
を
整
備

し
、
学
校
に
担
当
指
導
主
事
の
積
極
的

な
派
遣
や
い
じ
め
防
止
対
策
審
議
会
等

に
助
言
を
頂
く
体
制
を
整
え
る
。

　

平
成
27
年
度
の
本
市
の
い
じ
め
件
数

は
、
小
学
校
87
件
、
中
学
校
69
件
、
合

計
１
５
６
件
。
平
成
28
年
度
は
２
月
末

現
在
で
小
学
校
１
４
５
件
、
中
学
校
63

件
、
合
計
２
０
８
件
。
ま
た
心
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
全
小
中
学
校
で
年
2
回

実
施
し
て
い
る
。

■赤木  

牛
深
火
葬
場
は
建
設
後
51
年
が

経
過
し
老
朽
化
。
新
火
葬
場
建
設
計
画

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後

の
目
標
年
度
及
び
候
補
地
選
定
は
。

■市長  

河
浦
町
を
候
補
地
と
し
、
町
内

12
ヶ
所
を
選
定
し
た
が
、
理
解
が
得
ら

れ
ず
、
そ
の
後
対
象
地
域
を
広
げ
た
が

選
定
に
至
っ
て
い
な
い
。 

平
成
29
年
度

に
具
体
的
な
整
備
方
針
を
定
め
、
候
補

地
選
定
に
努
め
る
。

■赤木  

総
務
省
は
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
に

関
す
る
導
入
ガ
イ
ド
」を
公
表
し
、
働

き
方
改
革
大
臣
も
誕
生
。
テ
レ
ワ
ー
ク

導
入
は
、
通
勤
時
間
の
短
縮
や
育
児
、

介
護
を
抱
え
る
職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
も
効
果
的
だ
が
。

■市長  

市
民
と
直
接
対
話
す
る
業
務
や

同
僚
と
の
連
携
及
び
専
門
性
が
高
く
関

係
機
関
等
と
の
連
携
を
要
す
る
業
務
が

中
心
で
あ
り
、
導
入
は
難
し
い
。

　

終
業
時
間
の
17
時
15
分
以
降
の
一
斉

退
庁
は
、
時
間
外
勤
務
の
縮
減
の
促
進

に
つ
な
が
り
、
現
在
の
毎
週
水
曜
日
の

ノ
ー
残
業
デ
ー
と
あ
わ
せ
推
進
し
て
い

く
。

赤木 武男
議員

年
Ｈ20～26
Ｈ27
Ｈ28

件　数
100～200
3,332
7,646

寄付額
800万～1,700万円
8,824万円
1億8,416万円

一般質問
そこが

聞きたい！これを
問いたい！

ふ
る
さ
と
納
税
を
産
業
振
興
等
、
よ
り
一
層

市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
は
！
天
草
を
売
り

出
す
絶
好
の
機
会
、職
員
は
政
策
を
磨
こ
う
！

地
籍
調
査
後
の
白
地
・
生
活
保
護
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
・
し
尿
処
理
場
・
農
林
水
産
業

の
担
い
手
・
後
継
者
対
策
と
６
次
産
業
化

水
行
政
の
今
後
の
進
め
方

●
子
ど
も
を
い
じ
め
や
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

●
新
火
葬
場
建
設
計
画
に
つ
い
て

●
職
員
へ
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
つ
い
て



あまくさ市議会だより 15 あまくさ市議会だより 14

　２月６日、熊本県市議会議長会が主催する
第24回熊本県市議会議員研修会がＫＫＲホ
テル熊本で開催され、22人の議員が参加し
ました。
　今回は同志社大学大学院総合政策科学研究
科の新川達郎教授を招き、「災害時における
議会の対応」について講演が行われました。
　講演では、時系列ごとの議会がとるべき行
動パターンや災害対応における議会の役割、
被災時の議会機能の維持などの業務継続計画
などについて、実際の事例を交えながら話が
ありました。
　昨年の熊本地震を経験して、議会としての
災害対応について考える貴重な研修となりま
した。

　２月13日の全員協議会の開催に合わせ
て、財政についての勉強会を開催しました。
　この日は講師に市財政課長を迎え、財政
や予算、決算について地方自治法における
規定のほか、現在の市の財政状況や今後の
大型事業の予定についての説明も行われま
した。
　また、国や県から交付される一般財源や
国民健康保険財政についての説明もあり、
予算・決算審査に欠かせない財政への理解
を深めることができました。
　この議員による財政についての勉強会
は、今後も継続して行う予定です。

【
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
】

■下田  
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
行
う

「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業
」
は
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。
　

■経済部長  
近
年
、
都
市
部
の
Ｉ
Ｔ
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
に
お
い
て
は
、
地
方
へ
の

進
出
が
盛
ん
。
そ
こ
で
天
草
に
も
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り

移
住
者
の
増
加
や
地
元
雇
用
を
期
待
し
、

目
標
と
し
て
平
成
29
年
度
中
に
２
社
の
設

置
を
目
指
す
。

■下田  

商
店
街
に
点
在
す
る
空
き
店
舗

は
、
長
年
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
た
状
態

で
は
中
の
様
子
も
わ
か
ら
ず
、
新
た
に
商

売
を
と
い
っ
た
発
想
す
ら
も
生
ま
れ
に
く

い
。
そ
こ
で
全
て
の
空
き
店
舗
の
物
件
情

報
（
間
取
り
や
設
備
、
家
賃
、
補
助
等
）

を
表
に
掲
示
し
、
行
政
と
商
店
街
な
ど
が

連
携
し
店
舗
の
内
覧
会
も
兼
ね
、
中
心
商

店
街
全
店
営
業
を
目
指
し
た
「
商
店
街
完

全
復
活
祭
」
な
ど
の
事
業
を
行
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
そ
れ
に
よ
り
今
後
の
出
店

や
起
業
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

■経済部長  

ご
提
案
の
よ
う
な
機
会
が
大

事
で
は
と
私
ど
も
も
改
め
て
感
じ
て
い

る
。
現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
と

併
せ
て
提
案
し
て
い
き
た
い
。

【
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
】

■下田  「
天
草
市
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
整

備
基
本
計
画
」
の
策
定
ま
で
の
経
緯
と
計

画
対
象
と
な
っ
た
施
設
に
つ
い
て
。
ス
ポ

ー
ツ
交
流
人
口
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
体

育
館
設
備
の
改
修
と
夜
間
照
明
の
少
な
い

大
矢
崎
緑
地
公
園
に
つ
い
て
。

■市長  

こ
れ
ま
で
も
、
本
渡
運
動
公
園
の

陸
上
競
技
場
を
４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
へ
の

整
備
要
望
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
集
約
、
サ

ッ
カ
ー
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
新

設
、
競
技
用
50
ｍ
プ
ー
ル
の
整
備
な
ど
の

要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
関
係
団
体

か
ら
推
薦
を
い
た
だ
い
た
委
員
11
名
に
よ

る
検
討
委
員
会
で
各
施
設
の
現
状
や
利
用

状
況
、
各
競
技
種
目
の
大
会
や
合
宿
、
施

設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
や
大
会
運
営
・
合

宿
誘
致
上
の
問
題
点
な
ど
を
総
合
的
に
検

討
・
協
議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、今
回「
本

渡
運
動
公
園
」
な
ど
を
計
画
対
象
施
設
と

し
て
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
４
０
０
ｍ
ト

ラ
ッ
ク
に
多
目
的
広
場
を
併
設
し
た
陸
上

競
技
場
の
新
設
を
「
大
矢
崎
緑
地
公
園
」

が
最
適
で
は
な
い
か
と
提
案
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
所
有
者
で
あ
る
熊
本
県
に

相
談
を
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
整
備
を
行
っ
て
い
き

た
い
。■地域振興部長  

ご
提
案
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
の
可
動
式
へ
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。
大

矢
崎
緑
地
公
園
の
照
明
に
つ
い
て
も
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
整
備
に
つ
い
て
熊
本
県
と
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

下田昇一郎
議員

平
成
29
年
度 

施
政
方
針
に
つ
い
て

平
成
29
年
６
月
定
例
会

            

会
期
日
程（
案
）

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!

議員力の向上を目指して！
災害時の議会の役割を学ぶ

財政への理解を深める

【
ふ
る
さ
と
納
税
・
お
礼
品
つ
い
て
】

■浜﨑  

現
在
A
コ
ー
ス
と
し
て
天
草
南

の
玄
関
口
牛
深
へ
は
「
バ
ス
と
フ
ェ
リ

ー
で
行
く
！
出
水
・
天
草
ロ
マ
ン
ス
街

道
の
旅
」
が
あ
る
。
案
内
に
《
鹿
児
島

か
ら
天
草
・
牛
深
地
域
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
と
し
て
利
用
く
だ
さ
い
。
九
州
新
幹

線
と
あ
わ
せ
て
利
用
す
る
と
、
福
岡
・

博
多
駅
か
ら
牛
深
ま
で
約
3
時
間
、
鹿

児
島
中
央
駅
か
ら
約
2
時
間
で
の
移
動

が
可
能
》
と
あ
る
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

お
礼
品
と
し
て
追
加
で
き
な
い
か
。

■総合政策部長  

天
草
宝
島
観
光
協
会

に
お
い
て
、
天
草
市
内
で
の
宿
泊
が
セ

ッ
ト
に
な
っ
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
造
成
し

提
案
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
牛
深
ハ
イ
ヤ
保
存
会
に
つ
い
て
】

■浜﨑  

合
併
後
、
保
存
会
の
正
式
な
事

務
局
が
な
い
も
等
し
い
為
、
天
草
市
最

大
の
動
く
宣
伝
隊
の
活
動
が
制
限
さ
れ

て
い
る
。
市
と
し
て
の
補
助
が
で
き
な

い
か
、【
牛
深
ハ
イ
ヤ
保
存
会
】
の
位

置
付
け
を
市
長
に
問
う
。

■市長  【
牛
深
ハ
イ
ヤ
】は「
歴
史
遺
産
」

で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
し
、こ
の【
牛

深
ハ
イ
ヤ
】
を
未
来
へ
と
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
は
我
々
の
大
き
な
責
務
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

事
務
局
体
制
に
つ
い
て
は
、
牛
深
ハ

イ
ヤ
祭
り
実
行
委
員
会
も
含
め
て
、
さ

ら
に
検
討
頂
き
た
い
。

【
夕
陽
に
つ
い
て
】

■浜﨑  

以
前
夕
陽
予
算
は
別
格
と
し
て

計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
前
向
き
な

整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
。
本
年
度
夕
陽

関
連
予
算
額
を
問
う
。「
夕
陽
の
駅
」

に
つ
い
て
も
再
度
問
う
。
小
山
薫
堂
氏

に
一
度
、
夕
陽
八
景
を
廻
っ
て
見
て
も

ら
い
意
見
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

■観光文化部長  

夕
陽
に
限
定
し
た
予

算
は
計
上
し
て
い
な
い
が
、
今
後
必
要

と
思
わ
れ
る
夕
陽
関
連
の
維
持
補
修
が

生
じ
た
場
合
対
応
し
て
行
く
。
夕
陽

D
V
D
の
放
映
可
能
な
施
設
で
は
随
時

放
映
を
お
願
い
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
小
山
薫
堂
氏
に
対
し
て
夕
陽

八
景
の
活
用
に
つ
い
て
主
旨
を
お
話
し

た
い
と
思
う
。

浜﨑 昭臣
議員

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
お
礼
品
に
つ
い
て

●
牛
深
ハ
イ
ヤ
保
存
会
に
つ
い
て

一般質問
そこが

聞きたい！これを
問いたい！

期
　
日

会
　
議

程
日
事
議

月
６

　
　

㊊
日
５

議
会
本

会
開

明
説
の
由
理
案
提

㊎
日
９

議
会
本

疑
質

12

㊊
日

休　
会

会
員
委
活
生
民
市

会
員
委
済
経
設
建

13

㊋
日

休　
会

会
員
委
策
政
務
総

会
員
委
生
厚
育
教

14

㊌
日

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
正
補
（

19

㊊
日

議
会
本

問
質
般
一

20

㊋
日

議
会
本

問
質
般
一

21

㊌
日

議
会
本

問
質
般
一

23

㊎
日

議
会
本

・
告
報
長
員
委

決
採
・
論
討

▲県内の市議会議員が参加

▲全議員が勉強会に参加
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天草黒牛セリ市が開催されました
　３月17日に天草畜産農業協同組合で天草黒牛の
セリ市が開催され、この日は371頭がセリにかけら
れました。
　天草黒牛はその肉質の良さから全国的に評価が高
く、販売された子牛は全国の有名ブランド牛として
肥育されます。
　なお、このセリ市は奇数月の17日に開催されて
います。

主な内容
●意見交換会 ……………………… Ｐ２～３
●予算決算委員会 ………………… Ｐ６
●補正予算 ………………………… Ｐ７
●常任委員会報告 ………………… Ｐ８～９
●議員研修会・議員勉強会 ……… Ｐ15

　私
た
ち
の
学
校
で
は
、
二
年
間
に

わ
た
り
「
こ
ど
も
た
ち
に
よ
る
い
じ

め
未
然
防
止
に
向
け
て
の
取
り
組

み
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
い
じ
め

を
早
期
に
発
見
・
解
決
す
る
た
め
に
、

生
徒
会
執
行
部
を
中
心
に
各
委
員
会

が
自
分
た
ち
に
で
き
る
取
り
組
み
を

考
え
、
自
主
的
に
実
践
し
て
き
ま
し

た
。　例

え
ば
、
執
行
部
は
、
生
徒
会
主

催
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
挨
拶
運

動
を
企
画
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
を
縦

割
り
班
に
す
る
こ
と
で
、
学
年
の
枠

を
超
え
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
と
な

り
、
立
ち
止
ま
っ
て
大
き
な
声
で
挨

拶
す
る
姿
が
学
校
の
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　平
成
29
年
度
は
、
平
成
28
年
度
の

実
践
を
も
と
に
、
も
っ
と
も
っ
と
よ

り
よ
い
学
校
を
、
そ
し
て
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
輝
く
学
校
を
創
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え

の
な
い
自
分
、
か
け
が
え
の
な
い
友

達
を
尊
重
し
認
め
合
い
な
が
ら
生
活

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

天草市立有明中学校
３年  松﨑　愛さん

　少
子
化
、
待
機
児
童
な
ど
が
問
題
視
さ

れ
る
今
日
、
時
代
と
と
も
に
子
ど
も
を
育

て
る
環
境
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
明
治
の
初
め
に
日
本
に
来
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
人
の
話
で
す
。

　日
本
人
の
子
育
て
を
見
て
驚
い
た
そ
う

で
す
。
母
親
が
子
ど
も
を
背
負
い
、
畑
仕

事
や
家
事
を
や
っ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る

時
は
上
の
兄
や
姉
が
弟
や
妹
を
お
ん
ぶ
し

て
遊
ん
だ
り
、
家
の
手
伝
い
を
や
っ
て
い

る
。
常
に
子
ど
も
を
肌
身
離
さ
ず
育
て
て

い
る
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
昼
間

は
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
夜
は
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
で
、

泣
い
て
も
す
ぐ
に
抱
け
ば
抱
き
癖
が
付
く

か
ら
抱
か
な
い
と
い
う
習
慣
で
し
た
。

　日
本
人
の
よ
う
に
子
ど
も
を
大
切
に
育

て
る
人
種
は
見
た
こ
と
が
無
い
。
そ
う
語

っ
た
そ
う
で
す
。
古
き
良
き
時
代
の
子
育

て
に
学
ぶ
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

濱
洲

　大
心

柴
田

　誠

副
委
員
長 

蓮
池

　良
正

委
員
長  

濱
洲

　大
心

宮
下
幸
一
郎

下
田
昇
一
郎

天草市議会広報広聴委員会

　私
が
天
草
市
に
対
し
て
望
む
こ
と

は
、
天
草
市
を
活
性
化
さ
せ
若
者
の

人
口
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
今
、
天

草
市
に
住
む
若
者
は
、
高
校
進
学
、

も
し
く
は
卒
業
後
に
天
草
市
か
ら
出

て
行
っ
て
し
ま
う
た
め
、
若
者
が
ど

ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
大
学
卒
業
後
、
天
草
で
生
活
し

た
い
と
思
っ
て
い
て
も
働
く
場
所
が

な
け
れ
ば
帰
っ
て
く
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　ま
た
、
天
草
市
の
良
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
観
光
客
を
増
や
し
て
、
こ
こ

に
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
少
子
高
齢
化
と
な
っ
た
今

の
天
草
市
を
改
善
し
、
さ
ら
に
よ
り

よ
い
天
草
市
と
な
る
よ
う
、
今
ま
で

に
な
い
大
胆
な
政
策
を
考
え
、
活
性

化
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し

て
天
草
の
自
然
や
人
の
温
か
さ
を
多

く
の
人
々
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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